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SnapMirror DRデスティネーションボリュームから
のデータの提供

デスティネーションボリュームを書き込み可能にする

災害によって SnapMirror DR 関係のプライマリサイトが機能しなくなった場合は、シス
テム停止を最小限に抑えてデスティネーションボリュームからデータを提供できます。
プライマリサイトでサービスが復旧したら、ソースボリュームを再アクティブ化できま
す。

デスティネーションボリュームからクライアントにデータを提供するには、デスティネーションボリュームを
書き込み可能にする必要があります。コマンドを使用すると、デスティネーションへのスケジュールされた転
送を停止したり、 `snapmirror abort`コマンドを使用して実行中の転送を停止したり、 `snapmirror break`コマ
ンドを使用してデスティネーションを書き込み可能にしたりでき `snapmirror quiesce`ます。

このタスクについて

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

手順

1. デスティネーションへのスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間のスケジュールされた転送を停止します `0005。

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

2. デスティネーションへの実行中の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリューム

`volA_dst`の間の実行中の転送を停止します `0005。

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst
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3. SnapMirror DR関係を解除します。

snapmirror break -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの svm_backup`デスティネーションボリュームと

`volA_dst`のデスティネーションボリュームと `volA_dst`の `svm_backup`関係を解除します

`0005。

cluster_dst::> snapmirror break -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

デスティネーションボリュームをデータアクセス用に設定

デスティネーションボリュームを書き込み可能にしたら、ボリュームをデータアクセス
用に設定する必要があります。ソースボリュームが再アクティブ化されるまで、SANホ
ストはデスティネーションボリュームのデータにアクセスできます。

1. Element LUN を適切なイニシエータグループにマッピングします。

2. SAN ホストイニシエータから SAN LIF への iSCSI セッションを作成します。

3. SAN クライアントで、ストレージの再スキャンを実行して接続された LUN を検出します。

元のソースボリュームを再アクティブ化

デスティネーションからデータを提供する必要がなくなった場合は、ソースボリューム
とデスティネーションボリュームの間で元のデータ保護関係を再確立できます。

このタスクについて

次の手順は、元のソースボリュームのベースラインが損なわれていないことを前提としています。ベースライ
ンが損なわれている場合は、この手順を実行する前に、データの提供元のボリュームと元のソースボリューム
の間の関係を作成して初期化する必要があります。

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

ONTAP 9 .4以降では、Elementソースが再アクティブ化されると、ONTAPデスティネーションからデータを
提供している間に作成されたLUNのSnapshotコピーが自動的にレプリケートされます。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• iSCSI LUNのみがサポートされます。

• ONTAPボリュームからElementボリュームに複数のLUNをレプリケートすることはできません。

• 1つのONTAPから複数のElementボリュームにLUNをレプリケートすることはできません。
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手順

1. 元のデータ保護関係を削除します。

snapmirror delete -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の間

の関係を削除します `0005 svm_backup。

cluster_dst::> snapmirror delete -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-policy MirrorLatest -destination-path svm_backup:volA_dst

2. 元のデータ保護関係を反転します。

snapmirror resync -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

再同期の際にベースライン転送は不要ですが、再同期には時間がかかる場合があります。再同期はオフピ
ークの時間帯に実行することを推奨します。

次の例は、IPアドレスが10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の

間の関係を反転します `0005 svm_backup。

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -policy MirrorLatest

3. 反転した関係を更新します。

snapmirror update -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ソースとデスティネーションに共通のSnapshotコピーが存在しない場合、コマンドは失敗

します。を使用し snapmirror initialize て関係を再初期化します。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間の関係を更新します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror update -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005
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4. 反転した関係のスケジュールされた転送を停止します。

snapmirror quiesce -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間のスケジュールされた転送を停止します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror quiesce -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

5. 反転した関係の実行中の転送を停止します。

snapmirror abort -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -destination

-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ

ス10.0.0.11）の間の実行中の転送を停止します `volA_dst。

cluster_dst::> snapmirror abort -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

6. 反転した関係を解除します。

snapmirror break -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -destination

-path <hostip:>/lun/<name>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、 `svm_backup`データの提供元のボリュームと元のソースボリューム（ `0005`IPアドレ
ス10.0.0.11）の間の関係を解除し `volA_dst`ます。

cluster_dst::> snapmirror break -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005

7. 反転したデータ保護関係を削除します。

snapmirror delete -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -policy <policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームとデータの提供元のボリューム volA_dst`の間
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の反転した関係を削除します `0005 svm_backup。

cluster_src::> snapmirror delete -source-path svm_backup:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -policy MirrorLatest

8. 元のデータ保護関係を再確立します。

snapmirror resync -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11の元のソースボリュームと volA_dst`の `svm_backup`間の関係を再

確立します `0005。

cluster_dst::> snapmirror resync -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。
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